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1．事業所及び代表者名

株式会社　赤城資源

代表取締役　池津　崇延

2．所在地

　〒379-2111　群馬県前橋市飯土井町168-4

　〒371-0001　群馬県前橋市荻窪町246-3

3．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

責任者　：　代表取締役　　池津　崇延

担当者　：　ＥＡ２１事務局    高田　里美

T E L　 ：　027-269-1678

F A X　：　027-269-5665

4．事業の内容

〇 一般廃棄物収集運搬業 〇 産業廃棄物収集運搬業

〇 集合住宅清掃管理業 〇 イベント用品レンタル業

〇 宅配水事業

5．事業規模

設　立：1984年10月25日

資本金：600万円 売上高：8,740万円（2021年度）

事業年度：7月～6月 従業員数：14人

6．許認可

種類 場所 許可年月日 有効期限

前橋市 R3.10.1 R5.9.30

高崎市 R4.3.14 R6.3.13

群馬県 R1.7.21 R6.7.20

埼玉県 R1.8.28 R6.8.10

長野県 R3.2.2 R8.2.1

東京都 第13-00-020464号 R1.8.27 R6.8.26

解体工事 群馬県 知事(登-3)第13号 R3.11.27 R8.11.26

古物商 群馬公安 38268 -

本社(登記上)

事業所

-

-421200000371
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１．組織の概要

一般
廃棄物

収集運搬

産業
廃棄物

収集運搬

汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・廃プラスチック類・紙くず・木
くず・繊維くず・動植物性残さ・ゴムくず・金属くず・ガラスく
ず・コンクリートくず及び陶器くず・がれき類

ごみ（特別管理一般廃棄物を除く）

ごみ（特別管理一般廃棄物を除く）

廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず・ゴムくず・金属
くず・ガラスくず・コンクリートくず及び陶器くず・がれき類

廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず・ゴムくず・金属
くず・ガラスくず・コンクリートくず及び陶器くず・がれき類

廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず・金属くず・ガラ
スくず・コンクリートくず及び陶器くず・がれき類

許可品目番号

1000020464

1104020464

2009020464

第188号

第166号



　　 7．施設等の状況

運搬車両の種類と台数

最大積載量 台数 最大積載量 台数

1.55t 1 1.6ｔ 1

2ｔ 2 600㎏ 1

2.0ｔ 2 400㎏ 1

3.0ｔ 1 200㎏ 4

2.0ｔ 1

4.0ｔ 1

6.7ｔ 1

8．積み替えの有無

無し

9．運搬実績

　　10.対象範囲

株式会社赤城資源　全組織及び全活動

533.7ｔ

639.93ｔ

327.6ｔ

385.9ｔ

軽バン

種類

塵芥車

バン

バン

種類
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ダンプ

ダンプ

キャブオーバー

キャブオーバー

脱着装備付コンテナ

脱着装備付コンテナ

脱着装備付コンテナ

2020年度実績

703.3ｔ

291.4ｔ

産業廃棄物

事業系一般廃棄物

家庭系一般廃棄物

2021年度実績



　＜環境への取組の重点分野＞

　１．エコドライブ・アイドリングストップの推進に努め、二酸化炭素排出量を抑制します。

　２．節電・節燃に努め、二酸化炭素の排出量抑制に努めます。

　３．節水に努め、排水量を抑制します。

　５．環境経営方針の全社員への周知及び共有を図ります。

　６．事業活動において適用される環境関連法規等を遵守します。

　７．環境経営の継続的改善を実施します。

制定日
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　　池津　崇延

2.環境経営方針

〔基本理念〕
我々は社会インフラの静脈的な役割を担い

環境問題を通じて社会に貢献することを目指します。

〔基本方針〕
当社は環境問題への対応が社会的責務であることを認識し

廃棄物収集運搬処理業及び清掃業等の企業活動にて環境保全に配慮した行動をするとともに

全社員で環境負荷の抑制に関する取組を積極的に推進します。

2021年10月18日

株式会社　赤城資源

代表取締役

　４．廃棄物の減量に務め、廃棄物排出事業者への分別の必要性と理解を求める働きかけを行います。



最高責任者 ①環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者

　には、現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

②エコアクション21の構築・運用･維持に必要な経営諸資源（人材・

　資金・機器・設備・技術・技能を含む）を準備する。

③環境方針を制定する。

④エコアクション21の構築･運用に関する情報を収集し、環境方針・

　環境目標をはじめシステム全体の見直しを行い、必要に応じ改訂

　を指示する。

環境管理責任者 ①エコアクション21に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を

　図り、目的を達成するために環境委員会を運営する。

②エコアクション21の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による

　見直しのための情報として、構築･運用に関する情報を最高責任者

　に提供する。

事務局 ①事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション21に

　関する実務全般を所管する。

環境委員会 最高責任者･環境管理責任者･事務局･部門長で構成し、月1回環境管理

責任者が召集する。環境目標の設定、環境活動計画の策定及び進捗

管理について協議する。環境管理責任者が必要と認めた者は出席する

ことができる。

3．エコアクション２１　推進組織図

職名 役割
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清掃係 宅配水係収集運搬係

【最高責任者】
代表取締役

【環境委員会】
（月１回開催）

【環境管理責任者】 【事務局】



1.環境目標とその実績

基準値

2020年 2022年 2023年

実績 目標 目標値 実績 達成状況 目標 目標

※購入電力の排出係数は、0.442kg-co2/kwh(R1年東京電力実績調整後)を使用しています。

2.主な環境負荷実績

2020年
実績に対
して2%

減

2020年
実績に対
して3%

減

今年度の目標 中長期目標

4.環境目標と実績

環境目標 2021年

売上高100万
円当たりの二酸
化炭素排出量の

削減
(kg-co2/百万円)

854

2020
年に

対して
1%減

846 796
実績に対

して6.7%
削減

2020年
実績に対
して2%

減

2020年
実績に対
して3%

減

水使用量の削減

(㎥) 114

2020
年に

対して
1%減

113 109
実績に対

して4.3%
削減

2020年
実績に対
して2%

減

2020年
実績に対
して3%

減

実績に対
して36%

削減

売上高100万
円当たりの廃棄
物排出量の削減

(kg/百万円)

2.28

2020
年に

対して
1%減

2.26 1.46

2020年
実績に対
して3%

減

2020
年に

対して
1%減

2022年

2020年
実績に対
して2%

減

環境への負荷 2021年

収集運搬車
の燃料削減
(L/百万円)

266.0 263.3 244.0
実績に対

して8.2%
削減
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69604

127.5

二酸化炭素排出量(kg-co2)

廃棄物排出量(kg)

71807

192



⑧電力・ガソリン量の集計

③エアコン清掃の実施

環境経営計画

1.二酸化炭素排出量の削減

①空調温度適正化・表示

②照明,PC電源不要時のOFF

5.環境活動計画の取組みと評価

④エコドライブの推進

⑤社用車の点検・整備

⑥低燃費車両への入れ替え

⑦アイドリングストップの徹底

③裏紙ルールの徹底

①毎月燃費集計

②アイドリングストップ推進

引続き不効率燃費車からの入替検討

2.廃棄物排出量の削減

①分別ルールの徹底

②廃棄物置場の整理

3.水使用量の削減

①毎月メーターを確認

③車両入替検討

4.本業に関する目標

収取運搬車の燃料削減

目標値は達成している。
短期目標は達成しているが、夏季の健康管理（熱中症対策）を考
慮しながら適正なエアコン使用方法の検討が必要である。

次年度の取組内容
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環境経営計画の取組結果と評価

次年度の取組内容

目標値は達成している。

活動に関しては、エアコン設定温度順守を徹底。
場内外におけるアイドリングストップへの意識付を行った。

夏季の断熱対策の検討と準備。

目標値は達成している。
廃棄物削減の取組は定着しているものの、まだまだミスプリント
が目立つ。

次年度の取組内容

ミスプリント削減及び廃棄物置場再整備

目標値は達成している。
受水槽減圧ポンプ故障による漏水発生に対し、受水槽を廃止し
た。

夏季水使用量の事前規制

次年度の取組内容

③トイレの節水

④社用車洗車時の節水

②節水表示



空調温度適正化・節電表示

流し節水表示 外流し節水表示

トイレ節水表示
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6．環境経営計画に基づき実施した取組内容



1．当社に適用となる主な環境関連法規

2．環境関連法規への違反、訴訟などの有無

2022年8月10日の環境関連法規遵守状況の確認において、環境関連法規への

違反はありません。

尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

7.　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、
並びに違反、訴訟などの有無

水の使用量について夏季使用量を注視する必要があるが、引続き活動を周知して
全社員で取り組むように努めたい。
活動を開始して間もないので活動が定着することを優先し方針・目標は現状を維
持し変更は行わない。

遵法

自動車から排出される窒素酸化
物の特定地域における総量の削
減等に関する特別処置法

ディーゼル車の適合シールを確
認する

遵法

8.　代表者による全体の評価と見直し・指示

遵守状況遵守事項法規制等の名称

浄化槽法 保守点検実施、法定検査実施 遵法

廃棄物の処理及び清掃に関する
法律

委託基準（契約書・許可証）、
マニフェスト交付・保存及び交
付状況報告
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悪臭防止法 特定悪臭物質の確認 遵法


